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ぬくもりで変わる心
旭川・小林　梨那
　私は、「ぬくもり」で人の「心」は変わると思います。悩みがある時に聞いてもらったり、アドバイスをしてもらうだけでも心は軽くなり、自然と前向きな気持ちになれます。非行を犯してしまった人でも、「ぬくもり」で「心」が変わり、今を一生懸命頑張って生きています。皆さんもこういったことや他のことで「心」が変わったという体験はありませんか。今回は、ダルクという施設の方々たちのことを例に上げて、私がこう思う理由を話します。
　まず、皆さんはダルクという施設を知っていますか。ダルクというのは、覚醒剤などの薬物から解放されるためのプログラムを持つ民間の薬物依存症リハビリ施設のことです。私も最近、ダルクがそういう施設だったのを母から聞き、知りました。
　私の家は、宿泊業を営んでおり、母と父の二人での営業は今年で十一年となりました。先ほど説明したダルクは，色々な場所にあり、その中の北海道ダルクと、とかちダルクは毎年二泊三日の日程で宿泊してくれています。二十人前後で泊まりに来てくれて、その半分以下が職員です。その職員も薬物に手を染めたことのある人ばかりです。
「ダルクのメンバーは、ほとんどが薬物依存症の人たちなんだよ。」
と聞かされるまで、普通に日常生活を生きてきた方々だと思っていました。それほど、毎年泊まりに来てくれるダルクの人たちは、誰が職員かわからない程皆明るく、おだやかで、優しさにあふれている方々ばかりでした。なので、初めてダルクがそういう場所なのだと知った時、母に私は、

「家に泊まりに来てくれているダルクの人たちは、薬物依存症の人が職員よりも多くいるのに、誰が職員かわからないくらい、明るくて、良い人たちばかりなんだね。」
と言いました。すると母は、

「ダルクは、それぐらいにならないと外には出してもらえないからね。そして、今は皆こうやってしっかりしているけれど、最初の頃は本当に大変だったんだよ・・・。」

と返しました。私はその最初の頃に興味がわいてきて、

「昔はどうだったの？」

と聞くと、母は、

「昔は、ずっと騒がしくてね。けれど、依存症だから・・・みたいな目で見ないで私は普通の人間としてちゃんと注意してあげたり、接しているよ。依存症の人たちは、そういう目で見られるのが一番嫌で普通に接してくれる家族のようなものに憧れているらしいからね。」
と説明してくれました。私はその説明を聞いて、思ったことがありました。この人たちは、家の母と父のぬくもりが本当の両親のような安心感があり、今ああやって、普通の人のようになれたのかということです。このことを母に伝えると、

「そうだね。前に手紙が来たんだけど・・・」
と言って手紙を見せてくれました。そこには、『初めてなかふらの山荘さんにお世話になる仲間は、普段に比べ何故かよく眠れた。ご飯がすごくおいしかった。お風呂が気持ち良かった。山荘のお父さんとお母さんが優しかった。また来たいねと話している仲間は多いです。職員や何年かに渡り、なかふらの山荘に来れた機会のあった仲間は毎年、なかふらの山荘に泊まる時期が来たと楽しみにしていました。旅行や毎年、同じ場所に訪れる、そのような生き方をしてこなかった薬物中毒者の私達にとって毎年なかふらの山荘に泊まること、お父さん、お母さん、お子様達の成長をなんとなく感じさせてもらえることは我々にとってとても大事な行事であったと思うのです。ありがとうございました。』と書かれていました。私はこの手紙を読んだ時、とても感動しました。誰かの「ぬくもり」があるということだけで楽しみなことができ、目標に向けて頑張れるんだなと思いました。
　これらのことから、薬物依存症の人でも誰でも、一度非行を犯してしまい、人生のドン底に落ちてしまっても、人々のぬくもりで、そういう人たちの心は変わって行けるのだと思いました。私は、薬物依存症の人は、こわい人たちばかりなのだろうと偏見を持っていましたが、今では皆が皆そういう人たちばかりではなく、温かく、優しい心を持っている人も沢山いるということにも気づかされました。私はこれからの人生、こういう「ぬくもり」で誰かを支えられるような人になりたいと思いました。

　そして、この世の中が、非行を犯してしまった人をも癒せる温かい「ぬくもり」であふれる世の中に近付いていったら良いなと思います。
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